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研究成果の概要（和文）：私たちは(1)宗教とコミュニティに関して、いわき市にて宗教者へのインタビューを
行い、祭礼やイベントへの参与観察を実施し、その成果を星野英紀・弓山達也編『東日本大震災後の宗教とコミ
ュニティ』（ハーベスト社、2019年）として刊行。(2)宮城県南三陸町にて住民とともにさまざまな復興活動を
めぐる関与型調査を実施し、町内全入江23ヶ所に関する記憶と画像のアーカイブ化を行い、関係人口招来を目指
したパンフレットを作成・ネット公開した。(3)東日本大震災と熊本地震後に被災地で展開される宗教者と市民
とが協働するボランティア活動、東京での後方支援、移住者が地域住民と織りなす復興支援を震災後文化として
検討した。

研究成果の概要（英文）：We conducted detailed interviews with religious people regarding religion 
and community and researched disaster recovery based on the participant observation activities of 
events such as local festivals in Iwaki City. And we presented the results of our study in "Religion
 and Communities after the Great Eastern Japan Earthquake." which was edited by Eiki Hoshino and 
Tatsuya Yumiyama. (2)We collected the memories, records, case studies, and observations concerning 
all harbors in Minamisanriku Town, Miyagi Prefecture with local people. They were digitally archived
 and shared online to increase the number of visitors to the affected areas. (3) We examined social 
action program activities with volunteers and religious people, logistic support in Tokyo, and 
reconstruction assistance conducted by local people and migrants as "post-disaster culture."

研究分野： 宗教学
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究課題ではメンバーの学会発表・論文発表以外に、期間内に『東日本大震災後の宗教とコミュニティ』（ハ
ーベスト社、2019年）と『宮城県南三陸町オデッティア』（オンライン配布）という成果物を刊行することがで
きた。前者は調査地域を福島県いわき市とそこから北上する相双地域（相馬地域と双葉地域）に絞り、時期的に
は震災直後から復旧・復興対策期（仮設住宅対策や新しいコミュニティづくりが中心の時期）に限定することに
より、より精度の高い情報を提供している。後者は作成の準備段階から研究者と地域住民が協働して調査等に関
わり、冊子版は同町観光協会にて無料配布され、関係人口招来の一助となっている。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
 本研究申請当時の 2016 年、避難者数は約 14 万 1 千人で（9/30 復興庁）、国は 2016 年度から
2020 年度を「復興・創生期間」と位置付けたが、依然、防災・減災のまちづくりといったハード
面から、ストレス、喪失感、孤立などのソフト面まで諸問題が山積していた。2016 年の熊本地
震に関しては発生から半年で避難者は約 18万人から 200 人弱に減ったものの、復興計画はその
端緒についたばかりであった。 
 この間、東日本大震災について、日本社会学会、日本文化人類学会、日本心理学会、日本コミ
ュニティ心理学会、日本民俗学会、民俗芸能学会などが機関誌において特集を組み、日本宗教学
会も『宗教研究』86-2（2012）で「災禍と宗教」の特集を掲げた。こうした論考は社会貢献、公
共性、ケア、慰霊・追悼など、震災は宗教研究のアクチュアルなテーマを開拓し押し広げていっ
た。 
 一方、被災地では、神社の再建、慰霊・供養行事や民俗行事の再開といった宗教文化が地域の
シンボルとなって表象されていた。また規模こそ縮小されつつあるが、宗教者や宗教団体の支援
活動も続けられ、その一部は社会福祉協議会や行政や仮設住宅自治会との信頼を得るようにな
り、さらには医療・福祉・看護関係者との協働も見られた。同時にまちづくりのワークショップ
やイベントには当該地域の宗教文化に根ざした語りや記憶が盛り込まれ、復興のビジョンを形
作ろうとしていた。この復興ビジョンは、復興期において改めて顕在化した諸問題―少子高齢化、
過疎化、エコロジー、外国人居住者との共生など―を住民自らが語り、考え、合意形成する新た
な文化運動（震災後文化）につながっていた。私たちはこうした住民、オピニオンリーダー的な
宗教者、ボランティア従事者、行政関係者と、これまで協働しつつ研究を進め、復興のビジョン
とそれに連なる震災後文化に、いかに宗教文化的次元（有形無形のシンボルを核に、個人の語り・
記憶・伝承・価値観、社会生活・生業・季節にまつわる行事、人間関係のあり方、死生観・他界
観など）がレイヤーとして厚く、そして幾重にも挟み込まれているかを知っていた。同時に、民
俗学や人類学の一部以外に、こうした震災後文化における宗教文化的次元に注目した研究が少
ないことに学術的危機感を募らせ、そこに注目することこそ、現在の宗教研究の重要な役割であ
るとの認識に至り、本研究課題「復興期における震災文化の研究―宗教研究からのアプローチと
実践」を申請することとなった。 
 
 
２．研究の目的 
 本研究の目的は東日本大震災と熊本地震の復興期に向けてのビジョンや諸活動の文化運動的
側面を「震災後文化」と名付け、その宗教文化的次元を以下 3つの点から追究するものである。
(A)特定の地域におけるコミュニティの再編を宗教文化との関わりから明らかにする。(B)被災
地における記憶のアーカイブ化を実施し、漁業文化やその世界観の研究を進める。(C)被災地で
進む新たな震災後文化の創出における宗教文化的次元の位置づけを確定する。(A)ではいわき市
に限定した調査が実施され、(B)では南三陸町の全入江 23 カ所（本港を含む）での震災前の記憶
のアーカイブ化を住民とともに行い、(C)ではいわき市の他、釜石市、気仙沼市、仙台市、熊本
市、東京での新たな震災後文化が対象となり、現場に関わりつつ研究を進める関与型調査の可能
性を宗教研究において定式化する。 
 
 
３．研究の方法 
本研究は 4つの班で 7カ所（釜石市・気仙沼市・仙台市・南三陸町・いわき市・熊本市）の被

災地を中心に調査するものの、年度が下るに従い「震災後文化研究」に収斂していく特徴を有す
る。対象へのアプローチは参与観察、アクションリサーチを用いるのみならず、現地研究者・地
域住民・行政担当者との協働を核に関与型調査を試み、この方法論の吟味・洗練させるところに
他研究との大きな相違がある。個々の地域の調査・分析に関しては、適宜、文献調査、インタビ
ュー調査、質問紙調査を用いて分析を実施した。さらに本研究では激甚被害の沿岸部の震災前の
記憶をたどり、地域住民と宗教研究の双方の共有財産となるべき記憶のアーカイブ化を進めた。 
具体的には研究代表者を中心とする統括のもと、調査対象ごとに上記 A～Cの 3つの調査担当

班に分かれ、研究を遂行していった。その際、(A)コミュニティと宗教担当班は大正大学宗教学
研究室に、(B)アーカイブ担当班は立教大学コミュニティ福祉学部東日本大震災復興支援推進室
に、(C)震災後文化班はいわき市については大正大学宗教学研究室、気仙沼市・熊本市について
は大阪大学稲場研究室に研究拠点を設けた。なお全体を統括する統括担当班を東工大弓山研究
室に置いた。 
 
 
４．研究成果 
(A)コミュニティと宗教 
コミュニティと宗教担当班は、本研究に先立つ「東日本大震災後の地域コミュニティの再編と

宗教の公益性に関する調査研究」（基盤研究 C、2014-2017 年度、研究代表者・弓山達也）から継
続的にいわき市を中心に、宗教者へのインタビュー、祭礼やイベントへの参与観察を行ってきた。 



特に大正大学宗教学研究室チームは毎年 3 月にいわき市内の追悼・慰霊行事に出席するとと
もに、創価学会いわき文化会館を訪問し、いわき市在住の創価学会会員（延べ 20 人ほど）、相双
地区の（原発避難を余儀なくされている）創価学会会員（延べ 20 人ほど）への聞き取り調査を
実施してきた。経年的に被災地の現状および創価学会の取り組みを聞き取るとともに、教団組織
ないし教団活動の意味と、指導と信仰が自分に与える影響についての体験談を収集した。 
また 2016 年から 18 年にかけて、毎年 5 月にいわき市小名浜で開催される市民イベント「ど

んとやれ大漁旗」には準備段階から関わり、観察とインタビューを実施する関与型調査を実施し
た。その結果、上記のいわき市他地域の祭礼やイベントと比較することによって、いわゆる「復
興イベント」が純粋に世俗的なイベントもある反面、死者の記憶をともない、震災直後には、宗
教者が正面に出ずとも強い宗教性を帯びやすいことが判った。 
これらの成果は科研費（研究成果公開促進費、2018 年）を得て、星野英紀・弓山達也編『東日

本大震災後の宗教とコミュニティ』としてとりまとめることができ、2019 年 2 月にハーベスト
社より刊行した。 
 
(B)アーカイブ化 
2017 年から 19年にかけて、立教大学コミュニティ福祉学部東日本大震災復興支援推進室チー

ムは、南三陸町にて住民によるによるさまざまな復興活動をめぐる参与観察を実施してきた。そ
の多くは、FEC(food, energy, care)自給圏（内橋克人）が、内発的・自発的に生成されてゆく
様相を体験的に調査する試みとなった。1 年目は入江 23 ヶ所を中心に写真を撮り、パステル画
を作成する手法を検討した。また町役場教育委員会等にて、沿岸部の寺社、石碑などに関する情
報収集をしてアーカイブ化の準備を行った。2年目は、こうしたアーカイブをもとに入江におけ
る養殖の工程をイラスト入りで説明するなど、関係人口招来プログラムを支援するためのパン
フレットを作成。3年目はその成果を 14回（1回 100 分）の講義教材としてまとめ、誰でもがア
クセスできる SNS 上にアップするとともに、先の先のパンフレットを同町観光協会に無料配布
を委託し、同時にオンライン公開（http://cchs.rikkyo.ac.jp/topics/2019/4813/）した。 
 
(C)震災後文化 
 震災後文化班は東日本大震災と熊本地震後に被災地で展開される宗教者と市民とが協働する
ボランティア活動、東京での後方支援、移住者が織りなす新しい震災後文化に注目してきた。 
特に大阪大学稲場研究室チームは、2017 年度から 2019 年度にかけて、継続して宇城市と気仙

沼市で教員と院生が復興イベントの関与型調査を行った。具体的には、豊野公民館で開催された
「復興祭」と気仙沼市民会館で開催された「コンポジウム気仙沼」を対象とした。その結論、復
興イベントの創出過程で、地域住民とよそ者という協働ネットワークが生じていたことを確認。
地域の宗教文化と遊びを有機的に取り入れることで、コミュニティのつながりの再確認と拡大
を促し、復興感と防災意識に結びつくことが明らかになった。さらに震災後文化を共有する人の
つながりは他の地域への支援に拡がる可能性も見出された。 
一方、大正大学宗教学研究室チームは、釜石市と南三陸町で、ボランティアに関わりつつ、関

与型調査を実施してきた。ボランティアの参加が減少する中、被災者の孤立を防ぐために宗教者
による仮設住宅や公営住宅集会所でのお茶会が継続されていることを確認。また教育活動とし
てのボランティアの可能性も見出された。震災直後のがれき撤去に代表されるようなボランテ
ィアから、環境・地域・高齢化などを見据えるテーマ性のあるスタディツアー型のボランティア
に移行し、教育機関が学修の一環としてボランティアをとらえ、その学習効果を検討した。 
 こうしたボランティア活動は後方支援としても続けられている。本研究では、東京に移住した
被災者の子どもたちの学習支援を行っているキリスト教系グループのメンバーたちのヒアリン
グ調査を行うなど、後方支援に注目するとともに、自らが後方支援を主催しつつ調査を実施して
きた。特に大正大学宗教学研究室チームは、震災後に生まれた宗教文化の新たな役割を確認し、
その活動を都市でも援用するため、被災地の現状をさまざまなツールで都市に伝えるアートイ
ベントを 2019 年・20 年に東京都足立区の寺院で開催した。これにより、地方と都市における宗
教者・宗教団体のコミュニティ構築の比較検討を実施し、どちらにおいてもコミュニティ構築に
関する宗教文化の有効性が明らかになった。 
 また本研究では、ボランティアに関わりつつ被災地に移住した人々が、地域社会で生業を営み
つつ、どう活動を展開するのかについても震災後文化の一つとして注目してきた。いわき市四
倉・広野町・楢葉町における田んぼアート、河内村における炭焼き、南三陸町におけるワイン作
りなど、移住者が地域住民やボランティアと協働して行う復興活動に足を運び、観察・体験談等
を収集した。またこうした震災後文化の担い手が集うワークショップにも可能な限り参加し、特
に福島県浜通り地域で 2017 年から 19 年にかけて 9 回に渡って開催された「浜通り合衆国」に
は継続的に出席するとともに、2017 年にいわき市で開催された廃仏毀釈と震災からの復興につ
いての展示「百五〇年の孤独」には、主催者による特別レクチャーと案内のもとで参加した。こ
れらは本研究の今後の展開の一つの方向性を示すものとして位置づけられよう。 
 



なお東工大弓山研究室チームは研究全体の統括を行うとともに、これまで社会学・宗教学で
「一歩踏み込んだ参与観察」程度で使われていた関与型調査についての検討を行った。その成果
は日本宗教学会のパネルディスカッション、日本社会会、「宗教と社会」学会等での報告に結実
し、また関与型調査の具体的な記述法をタイムライン、エピソード、ダイアローグからなる TLED
法として定式化した。最終年度に予定していたシンポジウムは新型コロナ関連で中止を余儀な
くされたが、2017 年と 18年度末には各チームの成果報告・情報共有、そして聞き取り調査を兼
ねた研究合宿（南三陸町・福島県富岡町）を開催した。 
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